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資料２－１ 高齢者見守りネットワークのビジョン

高齢者が、どのような状態になっても住みなれた地域で
安心して暮らせる地域づくりをめざす。
（新たな支え合い＝共助を、地域の中で、地域住民により
作り上げられるよう、住民の意識改革・活動支援・
通報システムの構築を図る。）

将来的には、高齢者のみならず、障害者、こどもが
安心して暮せる地域づくり、防災、防犯面についても
安心して暮せる地域づくりにつなげる。
22年度は認知症地域支援体制構築等推進事業を切口に、

高齢者見守りネットワーク事業を推進する。

いなべ市22年度認知症地域支援体制構築等推進事業

見守りネットワーク作業部会１：コアメンバー
・事業企画：ビジョン、目標、推進計画の提案（高齢者見守りネットワーク検討会議へ）
・実施体制基盤づくり：推進組織チーム作り（作業部会２）、コーディネーター支援

基礎となるネットワークづくり（関係団体、関係機関、地域資源の把握・関係づくり）

見守りネットワーク作業部会２：事業推進組織
・活動計画作成、実施
・関係団体、地域資源の把握・関係づくり
・地域における住民活動支援
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①いなべ市徘徊ＳＯＳネットワーク構築事業（案）

●目 的
認知症高齢者等と家族を支援す

るために、警察、行政、社協、協力機
関・協力員、地域が協力連携して、徘
徊により行方不明となった高齢者を
早期に発見するための｢徘徊SOSネ
ットワーク」を構築することを目的とす
る。(広域で、行方不明者を気にかけ
てくれる目を増やす仕組み）

②認知症に優しい地域資源マップ作成

●目 的
調査・把握した地域資源情

報を必要とする本人・家族等
に提供する。





⑦事業所研修
●目 的

専門職の認知症支援に関する資質の向上、及び認知症の人への支援
を協働して実施できるよう連携体制を作る。

●実施内容
研修・連絡協議の場の提供をする。
• 居宅介護支援事業所連絡会議(年3回）
• 認知症事例検討会(助言者：東員病院村瀬院長）

(介護支援専門員・介護サービス事業所職員対象）
• 介護支援専門員事例検討会(年６回）
• 介護支援専門員協会委託研修(年3回）

認知症介護研究研修東京センター方式研修(１回）
(介護支援専門員・介護サービス事業所職員対象）

• 施設介護支援専門員連絡会議(年2回)
• 通所介護・通所リハビリ事業所連絡会議(年2回)
• 訪問介護事業所連絡会議(年2回）


